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天文電報の話（7）
（第12巻第134號230頁より績く）

上　　田 穣

ホ顧ルデン蔓長の暗涛（練き）

第四表（語句暗號）

番號 暗　號

画
論
器
輿
脇
畿
画
塾
畿
謬
灘
器
膿
畿

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
0
0
0
0
0
0
0
⑪
0
0
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1
］
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ー
ユ
ー
1
1
1
1
工

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

暗 號 解

その光度は不明である

その光度は一より明るい

その光度は一より微かである

その光度は一に等しv・（51147－8を見よ）

攣光範園は大である．

攣光範園は小さい．

光度は増大しつXあり．

光度は載少しつXあり．

光度は急速に増大しつNあり．

光度は急速に減少しつSあll　．

光度は急速に増大したり

光度は急速に載少せり

肉眼にて見ゆ

肉眼にて見ゆるに至らん

．甚だ光輝を螢するに至らん

少々怪し氣なる天艦

より大きい

より小さい

今迄知られてみる，最も早い槻測は一である

　　　　ク　　　　最も遅い二二は一である

数ケ所の天文塁に於て

籔人の天文白白によって

数夜に亘り

下記の天文ii謹

下記の襯三

親差及光行差は既に修正濟みである

親差及光行差の修正は未だ施してない
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leaven

ledger

legate

lentil

levant

levite

lictor

limber

linden

lining

linnet

lizard

loafer

locker

locust

lodger

Iordly

これは極く大略の値である

尚ぼ不確かである

全く正確である

位置は次の道り

それに用ゐた位置は次の通りである

位置は不明

その天髄は捜索したれど，見出し得・ず（51097を見よ）

その天髄は認、められた

その天膣は未だ見られてゐない

その天膿は襲見後當所にては見られてゐな〉・

その天艦は他の者には誰れにも見られてゐな〉・

その天艦は一までは観測せられてゐない

その天膿は一一以後は観測せられてゐない

その天騰は一までは観測tることは不可能である

その天艦は一以後は観測することは不可能である

天候，纒度観測

月光，或は黄昏のために（妨げられて）

雲のために妨げられ
’”bbe「 瘡�C鮪或は雲の燗（妨げ躰
1・mber　i當地は曇り

madman

magnet

magple

maideu

malice

manful

mangle

marble

111arine

market

marmot

1narrりW

1皿artin

marvel

1皿aster

matron

當地は今まで曇つてゐる

當地は多分雲が出るであらう

貴1親測地鮎では曇りなりや？

信號は今朝グリニツチ時一邊る積り

信號は明朝グリ＝ツチ時一に逡る積り

今夜グリ＝ツチ時一信號の交換を最一度やるべし

今夜は信號これにてお終ひ

信號の交換は浦足なりしや？直ぐ返事：せよ

當観測地黙に於ける襯測は後何夜泌要なりや？

貴信號は充分ならず

余の時計修正値は夏く定められたり

余の時計修正値は頁く定められず

當方よりの手紙

當方よりの電報

貴　　簡

貴殿よりの電報

通信女　（51099－119頁を見よ）
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51273

51274

51275

51276

51277

5工278

51279

51280

51281

51282

51283

51284

51285　．

51286

51287

51288

meddle

medium

menace

mental

method

midway

mildew

ini11er

mingle

mlrror

mishap

lnissa正

mister

modest

morb三d

mortal

mother

mot正ey

muddle

murder

muslin

mutton

mystic

Cnix）

oblong

obtain

offend

oth¢e

offset

onward

oppose

orphan

outcry

out丘t

outset

packet

貴簡落手

貴下落手

手紙にて返事あれ

返電あれ

手紙登馴せり

手紙書く積り

電報登下せり

電報裏撮の積り

それに正しては確かである．

鯨り確かに非ず

正しい

正しからず

一なること見出さる

一なるべき筈である

一なるべき筈にあらず

最後の：貴電も一度御邊信を乞ふ

當方の電報に一つの誤りありたり

當方よりの書信に一つの重りありたり

一の代りに一と護ま才したし

注意　この文字の次には二つの藪字記號來る，而して最初のものは

誤まれるものにて，後のものが校訂せるものである

途らるべし

途ること出來ぬ

電報にては塗ること出來ぬ（當方よりの手紙を見られよ）

位置を要求せらるM’にゃ？

回方にては早見の日附不明なll　一一一十三語電報に用ひらる・

只一つの槻測位置あり．

二つの欝辞則位置あり、

三つの観測位置あり．

當方にてその天艦を捜索すべし．

その天際捜索を乞ふ．

一による彗星或は遊星登見の通知受領した

注意登見者の名前がこの次に來る・

この逓知を電報にて一一へ轄途せられたし．

この通．知は一へ韓逸せぬ様せらわたし．

この野心を電報にて各所へ酉腿：せられたし

ζの逼知は電報にて各所へ配逡せぬ様願たし・

畢に貴殿への個人的通知である・

各所へ半途の前に一十確かめ置きを乞ふ，
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51289
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51296

51297

51298

51299

51300

51301

paiace

pallid

parade

parcel

parent

parish

parrot

parson

pastor

paten亡

patrol

pebble

pedant

上述の瀦は少々疑はしく思はる・

これ以上の通知に回しては一へ直接御申込みありたし。

その天膿を眼覗的に観測せられたし．

その的弓を窺眞観測せられたし・

その天醗を分光儀にて襯超せられたし

北極光
黄道光

　　　　　　　　　　照．査数字

この丈中の全ての八丈字の鍛字群（三二字の数字はこれを除外す）の

和は，照査記號を除）・て次の遇りとなる・

次の照査読字は，それ以前にある二つの八：文字の藪字群の和の牛分

を示す．

次の照査数字は，この前にある三つの八丈宇藪字群の和の三分の一

を示す・

次の照査十字は，この前にある四つの八文字数字群の和の四分の一

を示す．

次の照査籔宇は，この前にある五つの八丈学籔字群の和の五分の一

を示す，

次の照査数字は，この前にあるn個の八丈字数字群の和のn分の一

を示す．
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